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社会・経済システム学会  2014.12.23 

 

 

謹啓 会員諸氏におかれましては、ますますご清栄のことと存じ上げます。 

さて、本学会の第33回大会が、10月25日（土）、26日（日）の両日、京都大学において開催されました。 

大会報告ならびに次回第34回大会の開催要領等についてお知らせいたします。 

 

■第33回大会は好評裡に終了しました 

社会・経済システム学会第 31 回大会は、「社会・経済システムとデザイン」と題する大会テーマのもと、    

10 月 25日（土）、26日（日）の両日、京都大学・吉田キャンパスで開催され、企画シンポジウム、各分科会の

報告・討論、さらに、本学会で初めての試みであるポスターセッションも好評裡に終了しました。 

1 日目午後の記念講演では、「セクター間を繋ぐデザイン～デザイン格差是正と地域の活性化～」と題して、

辰巳明久先生（京都市立芸術大学教授）に講演をしていただきました。 

学会大会の開催に尽力された京都大学の喜多一実行委員長をはじめとする大会実行委員の皆様のご協力に深く

感謝いたします。 

 

■次期理事監事が決定いたしました。 

 2014 年 10 月 25 日（土）開催の総会において次期理事選出の選挙が実施され、得票数上位10名の会員が次期

理事に選出されました（以下の10名、五十音順･敬称略）。 
 

赤堀三郎（東京女子大学）、宇野斉（法政大学）、喜多一（京都大学）、小山友介（芝浦工業大学）、高尾義明

（首都大学東京）、高瀬武典（関西大学）、田中秀幸（東京大学）、出口弘（東京工業大学）、徳安彰（法政大

学）、奈良由美子（放送大学） 

 

また10月26日（日）に上記10名の理事による新理事会が開催され、18名の次期理事と2名の次期監事が選

任されました（以下の18名および2名、五十音順･敬称略）。 

 

鵜飼孝造（同志社大学）、大澤幸生（東京大学）、金子泰純（和歌山大学）、木嶋恭一（東京工業大学）、後

藤玲子（茨城大学）、在間敬子（京都産業大学）、榊俊吾（東京工科大学）、砂川和範（中央大学）、高橋真吾

（早稲田大学）、竹下公視（関西大学）、谷本寛治（早稲田大学）、出口竜也（和歌山大学）、土肥将敦（法政

大学）、野田隆（奈良女子大学）牧野丹奈子（桃山学院大学）、松井啓之（京都大学）、八巻惠子（就実大学）、

渡邉聡（静岡県立大学） 

 

 監事（2名）： 廣田俊郎（関西大学）、古村公久（摂南大学） 

 

 なお、次期理事および次期監事の任期は、2015年４月１日から2017年３月31日までです。 

 

■次期会長をはじめとする新役員予定者が決定しました。 

 11月18日（日）の新理事会において、次期会長をはじめとする新役員予定者が決定いたしました。 

 

会長：徳安彰（法政大学）、副会長：高瀬武典（関西大学）、事務局長：赤堀三郎（東京女子大学）、 

会計：宇野斉（法政大学）、大会：土肥将敦（法政大学） 

学会誌編集長：出口弘（東京工業大学） 学会誌バックナンバー保管：東京工業大学（出口弘研究室） 

関東支部長：田中秀幸（東京大学）、 関西支部長：喜多一（京都大学） 

なおウェブ管理は引き続き青山知靖会員（静岡県立大学）に担当していただくことになりました。 
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■第34回大会は、法政大学で開催することになりました 

 

大会テーマ：「コンフリクトから見る社会・経済システム」 

開催日：2015年10月24日(土)・25日(日) 

場所：法政大学市ヶ谷キャンパス（東京都千代田区） 

大会実行委員長：徳安 彰 

連絡先：〒194-0298東京都町田市相原町4342法政大学社会学部 

 徳安彰研究室内 社会・経済システム学会大会実行委員会 
 

【大会テーマ趣旨説明文】 

 社会はつねにさまざまなコンフリクトに満ちている。国際紛争、内戦、テロリズムといった政治的・軍事

的コンフリクト、グローバリズムと反グローバリズム、南北問題、地域格差といった経済的コンフリクト、

人種・民族、宗教、階級・階層、ジェンダー、世代といった社会の構成単位のあいだの、社会的資源の不平

等配分と差別をめぐる社会的コンフリクト、あるいは環境問題、原発問題、食品問題といった生活の安全と

リスクをめぐるコンフリクトなど、枚挙にいとまがない。 

 コンフリクトは利害対立にとどまらず、思想や理念の対立でもある。実力闘争だけでなく、言説の闘いで

もある。さまざまな社会運動、市民運動において、既存の社会秩序に対する異議申し立てやオルタナティブ

の提示がなされている。いわゆる公共圏の中では、異なる複数の意見が存在することによって発生する言説

どうしの対抗とせめぎ合いがある。また討議に参加する主体や討議のあり方は、マスメディア中心の公共圏

からネット空間が大きな影響力をもつ公共圏への移行にともなって、変貌をとげつつある。 

 コンフリクトが社会の秩序をかき乱し、深刻な対立や闘争を引き起こす場合には、それ自体が社会問題と

なる。だがコンフリクトは、グローバルからローカルまで、マクロからミクロまで、さまざまなレベルで社

会が孕んでいる、理念、利害、制度などの矛盾、葛藤、対立といった社会問題の表出でもある。コンフリク

トに着目することによって、現行の社会・経済システムの問題点が明確になり、そこからシステムの再構築

にむけた展望を開くことも可能になってくる。 

 これまで社会・経済システム学会は、大会テーマに「デザイン」、「リストラクチャリング」、「イノベ

ーション」、「構想」、「再構築」といったポジティブなキーワードを掲げて、さまざまな角度から社会・

経済システムの未来を展望し、活発な議論を展開してきた。本大会では、コンフリクトをキーワードに、現

在の社会・経済システムが孕むさまざまな問題や矛盾に焦点を合わせ、その性質や構図を析出するところか

ら、今後の社会・経済システムのあり方を展望する議論を展開したい。 

 社会のさまざまなレベル、さまざまな領域で起こっているコンフリクトやその根底にある問題にかかわる、

理論的、経験的な研究発表と活発な議論が行われることを期待する。 

 

1. 報告をご希望の方は、所属機関・氏名・報告論題・報告要旨（400字～600字程度）を2015年5月31日必着

で事務局まで必ずメールにてお送りください。 

送り先：conference@jasess.jp 

ご報告の採否は2015年7月頃にご通知できると思います。 

 

2. ご報告頂くことになった際には、2015年9月15日（必着）でＡ４版×2枚ないし4枚（偶数枚のみ）の報告

要旨原稿をお願いすることになりますので、あらかじめご了承ください。 

 

 

■昨年度会計報告および今年度予算 

2014年10月25日（土）の総会で、昨年度の会計決算について廣田・古村両会計監事の監査報告書とともに事

務局から報告があり承認されました。また、今年度予算案についても事務局より資料に基づき報告があり総会で

承認されました。 
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2013年度収支決算報告書（2013年 4月 1日～2014年 3月 31日） 

 

1.収支決算書（2013年4月1日～2014年3月31日）

通信費 162,445 会費 1,315,000

消耗品費 18,900 　　　一般会員 (1,211,000)

アルバイト謝金 51,780 　　　学生会員 (104,000)

大会準備費 76,920

大会運営費 398,943 利子 15,273

理事会費 42,630 　　　ゆうちょ銀行（普通） (112)

機関誌編集委員会費　 70,266 　　　ゆうちょ銀行（定額） (14,843)

（財）日本学術協力財団分担金 50,000 　　　三菱東京UFJ銀行（普通） (308)

印刷費 67,725 　　　みずほ銀行（普通） (10)

印刷費(機関誌第34号未払) 667,800

関東部会 0

関西部会 0 機関誌バックナンバー販売 35,400

当期支出小計 1,607,409 当期収入小計 1,365,673

次期繰越金 4,620,773 前期繰越金 4,862,509

合計 6,228,182 合計 6,228,182

2.貸借対照表（2014年3月31日現在）

現　　　金 1,057 未払金(機関誌第34号印刷代) 667,800        

三菱東京UFJ銀行（普通） 2,294,656 次期繰越金 4,620,773      

ゆうちょ銀行（普通） 2,992,860

みずほ銀行（普通） 0

ゆうちょ銀行（振替） 0

ゆうちょ銀行（定額） 0

合計 5,288,573 合計 5,288,573      

支                出 収                入

　　　借　　　　　　　方 貸　　　　　　方

 

 

2014年度収支予算（2014年4月１日～2015年3月31日） 

 

通信費 140,000 会費 1,400,000

消耗品費 10,000 　　　一般会員 (1,260,000)

アルバイト謝金 50,000 　　　学生会員 (140,000)

大会準備費 75,000 機関誌バックナンバー販売 30,000

大会運営費 250,000

理事会費 80,000

機関誌編集委員会費　 70,000

(財)日本学術協力財団分担金 50,000

印刷費(機関誌第35号等) 700,000

関東部会費 30,000

関西部会費 30,000

HP システム保守費 65,000

HP サーバ管理費(3年間) 70,000

HP WordPress導入初期費 110,000

当期支出小計 1,730,000 当期収入小計 1,430,000

予備費 4,320,773 前期繰越金 4,620,773

合計 6,050,773 合計 6,050,773

支                出 収                入
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■新入会員紹介 

次の方々の入会が10月25日（土）の総会において承認されました。       

（敬称略） 

氏名 所属 専門分野 区分

イトナガ　ジュンコ

糸永　順子

オウ　　サン

王　　珊

オガワ　ハジメ

小川　一

サカモト　マサヒデ

阪本　将英

ダン　　ジュン

段　　潤

ハガ　　カズエ

芳賀　和恵

ハシダ 　コウイチ

橋田 浩一

ミナクチ　トモキ

水口　知己

2 東京大学大学院学際情報学府 社会情報学 学生

8 株式会社ベクテル デザイン 一般

3 小川一デザイン事務所 デザイン 一般

4 専修大学　商学部

1 東京大学大学院学際情報学府 社会情報学 学生

5 東京大学大学院学際情報学府 社会情報学 学生

環境経済学 一般

6 ドイツ日本研究所
経済学（イノベーション論、
アントレプレナーシップ論）

一般

7
東京大学 大学院情報理工学系研究科
 ソーシャルICT研究センター

情報科学 一般

 

 

■会費納入のお願い 

会員各位のご協力をもちまして、会費納入状況も良好でご同慶の至りです。今年度及び昨年度以前の会費が未納の会員

におかれましては、専用払込票（ヤマトフィナンシャル払込用紙）にてご納入のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

■変更届のお願い 

ニューズレター等配布物の返送が相次いでおります。送付先変更がございましたら速やかに下記メールアドレスまでお

知らせくださいますようお願いいたします。 

  事務局（首都大学東京 大学院社会科学研究科 高尾義明研究室、E-mail：office@jasess.jp） 

 ※学会ホームページに諸届け（変更、入会、退会）の様式がありますので、そちらもご覧ください。          

   http://jasess.jp/info/admission.html 


